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★傷害事故

★賠償事故

日時 性別 年齢 仕事内容 事故の型 概要
保険金額
（円）

4月２1日
１0：10

男 ７9
一般作業
(屋内)

切れ・こすれ
ネギの皮むき作業中、機械のスライス刃に接触し
て右手中指を負傷。

18,000

５月１８日
１１：００

男 83
技能

(植木)
転倒

植木剪定現場に於いて、右手に電気コードリール
を左手に熊手を持って歩行中、足下にあったブ
ロックにつまづき転倒。その際、水槽に接触し脇
腹と右ひざを負傷。

12,000

日時 性別 年齢 仕事内容 事故の型 概要
保険金額
（円）

６月4日
８：３０

男 84 除草 飛来・落下

草むしりの作業現場にも拘わらず、刈払機を使用
して公園周辺を草刈りしたことにより、石を飛散
させ車両と家のドア周辺を破損させた。

（防護ネット不設置）

1,474,512

６月５日
11：00

男 83 除草 飛来・落下

刈払機で道路沿いの敷地を草刈りしていた際、
走行中の車両に石を飛散させ運転席側ドアを破
損させた。

（防護ネット不設置）

40,700

７月１日
9：00

男 ７2
技能

(植木)
激突

発注者宅のゴミ片付け時に、塵芥車をバックで移
動した際、車両の右後方側面を屋根瓦に接触さ
せて破損させた。

車両保険
適用

8月13日
8:00

女 71 清掃 その他
清掃の一環として屋外の電源ケーブルに巻き付
いたツタを切ろうとしたところ、剪定鋏でケーブ
ルを切断させた。

36,300

令和6年4月から令和６年9月末までに発生した事故一覧です。令和6年度上半期は、傷害事故2件、賠償事故4件、
計6件の事故が発生しました。
最近の事故の傾向は、普段の作業におけるちょっとした油断から事故に繋がったケースが多く見られました。

『今まで事故を起こしたことがないから、今までと同じやり方で今日も大丈夫』なんてことはありません。

事故が多い刈払現場では、必ず“防護ネット”を設置し、周囲への安全配慮を行うこと。
作業中はもちろん、作業前後の確認も怠らず、事故を起こさないよう、また事故に巻き込まれないように、緊張感を
もって就業しましょう。

再確認 慣れと油断が 事故を呼ぶ

事故を起こした会員には、事故の顛末書（安全委員会作成）の提出を義務付けています。
事故の再発防止に向け対応策を検討して参りますので、皆様のご協力をお願いします。



５月17日（幡羅町地内）

流行りのリスキリングの一助になれば・・・

令和6年6月13日、わんぱくランド敷地内に於いてNPO法人地域環境緑創造交流会のご協力のも

と、刈払技能講習会を実施しました。参加者は２９名で草刈会員7名、一般会員22名でした。

内容は講師による座学と、わんぱくランドの敷地を使用した刈払実習の2部構成。

座学は体系的で具体的な説明が一般会員から好評であり、分かりやすかった、とても勉強になった、

今後自信を持って作業ができるなどの声が多く寄せられました。

但し、実技の時間が少なかったため、参加者からは実技時間の充実を求める声が寄せられました。

来年度以降も植木剪定技能講習会や刈払技能講習会などを計画する予定です。

植木剪定や除草作業に興味を持たれた皆様のご参加をお待ちしております。

＜リスキリング＝新たな分野や職務で必要なスキルや知識を習得すること＞

５月１７日、６月2０日、７月１９日、9月20日の4回にわたり、安全巡回パトロールを実施しました。

今回は植木剪定、除草現場及び民間企業のパトロールを行い、就業会員に注意を喚起するとともに安全に作業を

行うようお願いしました。

刈払作業は石の飛散に注意し、植木剪定は高所作業時の安全確保に留意して、事故を未然に防ぎましょう。

就業時は、自分の身を守るうえでも安全を最優先し、無理のない作業をお願いします。

秋の味覚が楽しみな季節になりました

６月20日（戸森地内） ７月19日（中瀬地内）

近年は、夏の異常な暑さが長引く傾向が強まり、秋はいつ来るか、本当に来るかと心配です。

夏の暑い盛りには、地球が沸騰する日も近いのでは、と本気で心配していました・・・。

最近は過ごしやすくなったとは言え、屋外作業をされる場合は、日照の強い時間帯を避けて、

水分・塩分の補給を適切に行い、休憩を取りながら無理のない範囲での就業をお願いします。

“命あっての物種”という言葉がありますが、まさに物事は生きているからこそできるもので、

死んだらどうにもなりません。命を大切にして楽しい人生を送りましょう。

 【安全委員会】

編集後記

９月20日（上野台地内）


	スライド 1
	スライド 2

